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令和６年１２月三種町議会定例会会議録 

 令和６年１２月１０日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  畠 山 勝 巳    ２番  三 浦   敦 

     ３番  高 橋   満    ４番  平 賀   真 

     ５番  成 田 光 一    ６番  遠 藤 勝 昭 

     ７番  児 玉 儀 広    ８番  森 山 大 輔 

     ９番  伊 藤 千 作   １０番  清 水 欣 也 

    １１番  荒 谷 要 伸   １２番  三 村   眞 

    １３番  小 澤 高 道   １４番  堺 谷 直 樹 

    １５番  加 藤 彦次郎 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝

総 務 課 長  三 浦  保  企 画 政 策 課 長  加 藤 登 美 子

税 務 課 長  石 井  透  町 民 生 活 課 長  後 藤 一 家

福 祉 課 長  近 藤  洋  健 康 推 進 課 長  小 松  仁

農 林 課 長  小 玉 賢 一  商工観光交流課長  清 水 秀 文

建 設 課 長  児 玉 憲 一  上 下 水 道 課 長  嶋 田 修 一

琴 丘 支 所 長  鎌 田  誠  山 本 支 所 長  内 藤 英 子

会 計 課 長  皆 川 和 華 子  教 育 長  藤 田 良 博

教 育 次 長  牧 野 誠 一  農業委員会事務局長  見 上  貢

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤 芳 英  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人

議 会 事 務 局 主 事  畠 山 夏 海     
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一、本日の会議に付した事件 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 町長の行政報告 

 第 ５ 陳情の委員会付託 

 第 ６ 令和６年度補正予算議案（議案第７２号から第７６号まで）の一括上程 

 第 ７ 条例議案（議案第７７号から第８３号まで）の一括上程 

 第 ８ 単行議案（議案第８４号及び第８５号）の一括上程 

 

議長 加藤彦次郎は、令和６年１２月１０日、出席議員が定足数に達したので、本会議

を開会する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ただいまから令和６年１２月三種町議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員数は１５名であり、定足数に達しています。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、会議規則第１２４条の規定により１１番、荒谷要伸

議員及び１２番、三村 眞議員を指名します。 

 日程第２．会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１３日までの４日間にしたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日から１２月１３日までの

４日間とすることに決定しました。 

 日程第３．諸般の報告を行います。 

 監査委員より、定期監査及び例月出納検査の結果に関する報告があったほ

か、令和６年度の財務監査及び行政監査報告が提出されています。 

 また、議長から当局に対し本定例会への説明員の出席を求めています。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４．町長の行政報告を行います。 

 町長の発言を許します。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 

 １２月議会定例会の開会に当たり、９月議会定例会以降の町の動きなど町

政の概要をご報告申し上げ、議員各位及び町民各位のご理解とご協力を賜り

たいと存じます。 
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 初めに、次年度の施策展開の基本方針となります令和７年度当初予算編成

方針について申し上げます。 

 長引く物価高騰や度重なる災害等により、住民生活や地域経済は大きな影

響を受けております。 

 本町の財政状況につきましては、健全な財政状況を維持しているものと認

識しておりますが、統合中学校整備事業、広域ごみ処理施設整備事業負担金

により、令和７年度は合併後最大の予算規模になると見込まれます。また、

令和８年度以降も、統合小学校の大規模改修、老朽化公共施設やインフラ施

設の更新等の実施による歳出の高止まりが予測されます。歳入における町最

大の財源である普通地方交付税は、令和３年度以降、交付額の減額が続き、

町税につきましても今後の動向に注視する必要があることから、引き続き、

持続可能な財政構造の確立に取り組む必要があります。 

 令和７年度当初予算につきましては、三種町みらい創造プランに沿いつ

つ、第１に住民の暮らしに直結した安全・安心対策、第２に人口減少克服に

向けた若者の定着・回帰対策、第３に子供の育みを支える子育て・教育環境

の充実、第４に新しい時代に向けた産業の振興及び雇用の推進等による地域

経済活性化対策、第５にＤＸ・カーボンニュートラル等ＧＸの推進、以上の

５分野を引き続き重点事業として位置づけ取り組んでまいります。 

 続きまして、企画政策課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、住み続けたい街自治体ランキングについて申し上げます。 

 民間事業者による２０歳以上の男女を対象としたインターネット調査で、

住み続けたい街自治体ランキング秋田県版において、本町が３年連続の１位

となりました。また、同東北版においても４位となり、秋田県で唯一東北版

トップ１０に入る結果となりました。大変光栄に感じているとともに、引き

続き、みらい創造プランの将来像「住み続けたいまちの創造」を推進し、町

民の幸福度向上に努めてまいります。 

 次に、オンラインによる行政手続について申し上げます。 

 これまで郵送や役場窓口で行われてきた行政手続の一部を１１月１日から

オンラインでも可能とし、役場窓口での手続と併せて実施しております。今

後もオンラインによる手続を増やしながら、ＤＸ推進による住民サービスの

向上に努めてまいります。 

 次に、カーボンニュートラルｉｎみたね２０２４について申し上げます。 

 １１月１９日、琴丘地域拠点センターを会場に、陸前高田しみんエネル

ギー株式会社代表取締役小出浩平氏を講師に招き、町内事業者等を対象とし

た循環型地域づくりセミナーを開催いたしました。セミナーでは、町内事業

者による事例紹介も行い、脱炭素事業の推進に向けて情報を共有することが

できました。 

 次に、東京みたね会について申し上げます。 

 １１月１０日、上野精養軒を会場として開催された総会に２００名が出席

し、親睦会では、ふるさとを語りながら親睦を深めておりました。 
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 次に、町民祭について申し上げます。 

 第１７回目の町民祭は、１０月１９日と２０日の２日間、琴丘総合体育館

をメイン会場に開催し、約３，３００名の方々にご来場いただきました。今

年は、秋田県警察音楽隊の演奏や、しごとーーいみたね、マジックショー、

橋本五郎さんとのスペシャル対談等の多彩な催しを行うことができました。

これも町内外の関係者の皆様のご協力のおかげであり、心より感謝申し上げ

ます。来年度も皆様に喜んでいただける企画を検討してまいります。 

 続きまして、税務課関係についてご報告申し上げます。 

 国の総合経済対策における物価高騰支援として行いました定額減税補足給

付金事業は、８月から受付を開始し、１０月３１日の期限までに２，８４６

名から確認書の提出があり、総額１億１，６４２万円を給付し事業を完了し

ております。 

 続きまして、町民生活課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、行方不明者捜索活動について申し上げます。 

 今年度に入って行方不明者捜索願が５件届出されており、うち発見に至ら

なかったケースが２件ありました。対象の年齢は７０歳以上の高齢者となっ

ており、独り暮らしの高齢者が自宅に戻らないケースが多いため、集落内の

高齢者が一人で出歩いているのを見かけた場合、注意深く見守っていただく

よう広報等で周知してまいります。 

 次に、マイナンバーカードの保有状況について申し上げます。 

 １２月２日から健康保険証がマイナ保険証に切り替わることから、マイナ

ンバーカードの普及促進を図るため、１０月２７日と１１月９日の両日、本

庁・支所において休日窓口を開設し、８１名の方々から申請を受け付けまし

た。本町の１０月末時点のマイナンバーカードの保有率は７８．１％となっ

ております。今後も休日窓口や出張申請等を実施し、関係機関と連携しなが

ら保有率向上に努めてまいります。 

 続きまして、農林課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、本年産米の作柄概況について申し上げます。 

 秋田県の令和６年産水稲の予想収穫量が、１１月１９日に東北農政局より

発表されました。１０アール当たりの県平均の収穫量は５５２キログラム、

本町を含む県北地域は５４３キログラムで、前年より３８キログラム増加し

ており、平年収量と比較する作況指数は１０３の「やや良」となっておりま

す。 

 心配されていた品質については、今年も豪雨災害、高温等があり、水稲う

るち玄米の１等米比率が８８．６％と平年より若干下回ってはいるものの、

昨年からは大幅に回復しております。 

 近年、農業経営は厳しい状況が続いておりましたが、今年は米の品薄によ

り令和の米騒動とも言われ、米価が大幅に上昇しております。本町の基幹産

業である農業経営の安定のためにも、米価の高値安定が維持されることを

願っております。 



- 5 - 

 次に、７月の豪雨災害の復旧について申し上げます。 

 農地、農業用施設の被災箇所については、１０月から１１月において国の

災害査定が実施され、農地１か所、農業用施設２か所が災害認定されたとこ

ろであり、準備ができ次第、順次工事を発注し早期復旧に努めてまいりま

す。また、町単独で支援しております農地・農業用施設災害復旧支援事業費

補助金についても、３２名の方々より５０か所の事業実施の意向があり、翌

年の営農に支障がないよう迅速に対応してまいります。 

 次に、森林経営管理制度について申し上げます。 

 令和元年度に実施した経営管理に関する意向調査により、町へ管理委託を

希望する森林について、令和５年度までに現地調査を１９１ヘクタール実施

しております。このうち今年度、上岩川西又岱地区の１６ヘクタールについ

て、森林所有者から合意が得られましたので、経営管理権集積計画を策定し

た上で、町が管理権を取得し、今後１０年間、森林所有者の意向に沿った管

理を行うこととしております。引き続き、林業の成長産業化と森林資源の適

切な管理に努めてまいります。 

 続きまして、商工観光交流課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、町内企業訪問について申し上げます。 

 町内企業訪問については、１０月３０日と３１日に、地域雇用創出推進事

業補助金を活用した事業者など９者を対象に、三種町商工会と共同で実施い

たしました。全県的にはエネルギー費、労務費及び原材料費のコスト上昇に

よる価格転嫁があまり進んでいないものの、訪問した企業においては、価格

転嫁や賃金引上げの傾向が見受けられました。一方で、価格交渉に応じても

らえず売上げ、利益が減少している企業もありました。 

 雇用状況については、高齢化を背景とした人手不足の状況が続いておりま

すが、これまでの縫製業や建設業に加え、介護分野でも外国人の受入れが見

られております。また、地域雇用創出推進事業補助金については、大変助

かっている旨伺っており、今回の企業訪問でいただいたご意見やご要望を今

後の企業支援に生かしてまいります。 

 次に、プレミアム付商品券発行事業について申し上げます。 

 プレミアム付商品券の発行予定数２万セットに対し、１万６，７９３セッ

トが販売され、プレミアム分を含めた販売額は１億８，４７２万３，０００

円となっております。商品券の利用期間は１２月３１日までとなっておりま

すので、お手元に商品券がある方は忘れずにご利用をお願いいたします。 

 次に、あきたふるさと手作りＣＭ大賞について申し上げます。 

 秋田朝日放送主催のあきたふるさと手作りＣＭ大賞は、１１月２４日に秋

田県児童会館において審査会が開催されました。県内２３市町村からの応募

があり、本町からは「元気の秘訣とは…」というタイトルの作品で審査会に

臨んでおります。作品は、地域おこし協力隊の三浦翔悟さんが制作し、クア

オルト健康ウオーキングに着目した作品となっております。審査の結果につ

いては、１２月３０日正午から秋田朝日放送において放送される予定となっ
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ております。 

 続きまして、建設課関係についてご報告申し上げます。 

 今年度の除雪関係については、１１月２７日に除雪委託業者と除雪業務委

託契約を締結し、借上げ機械２８台、町有機械２１台の計４９台により、町

内６５７路線のうち５１９路線２７６．６キロメートルの除雪を実施いたし

ます。平常時の除雪については、降雪量１０センチをめどに出動し、通勤通

学路は早朝作業を原則として行います。また、降雪量にかかわらず、強風に

よる吹きだまりやわだちによる通行が困難な場合には、良好な路面管理に努

めることとしており、今定例会に関係予算を計上いたしておりますので、よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 続きまして、教育委員会関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、小・中学校統合関係について申し上げます。 

 統合中学校建設地における関ノ台遺跡発掘調査については、１０月１日か

ら作業に着手し、１０月３１日で調査を終えております。今回の発掘調査

で、平安時代のものと推定される柱穴状遺構約４０基や縄文中期頃と推測さ

れる縄文土器複数を発掘しており、今後、報告書を作成することにしており

ます。 

 なお、今回の発掘調査による統合中学校建設工事への影響はございません

でした。 

 統合中学校校歌については、作詞を見上 司氏に、作曲については、県内

外において多くの校歌作曲の実績がある作曲家で秋田大学名誉教授の四反田

素幸氏に依頼しており、３月の完成を予定しております。 

 統合小学校関係については、山本地域及び八竜地域の統合小学校校名募集

を１１月１８日で締め切り、山本地域統合小学校には１８４件、八竜地域統

合小学校には２２３件の応募がございました。応募いただきました皆様にお

礼申し上げます。 

 応募いただきました学校名については、１１月２１日に開催しました三種

町立小・中学校統合検討委員会において第１次選考を行い、山本地域につい

ては６点、八竜地域については５点を選定しており、今後開催します校名選

考委員会による第２次選考で各校１点を選定し、その後、総合教育会議にお

いて学校名を決定する予定としております。 

 次に、伝統芸能の祭典ｉｎみたねについて申し上げます。 

 今年の伝統芸能の祭典ｉｎみたねは、９月８日に八竜農村環境改善セン

ターで昼の部を、９月１５日に森岳農村歌舞伎会館で夜の部を開催しており

ます。昼の部では、町内の団体による番楽や踊りと能代市の切石郷土芸能振

興会による切石ささら踊が披露され、夜の部では、子供たちによる森岳通り

音頭と森岳子ども歌舞伎、森岳歌舞伎保存会による森岳歌舞伎が公演されて

おります。 

 次に、芸術鑑賞会について申し上げます。 

 １１月３日に琴丘総合体育館において芸術鑑賞会を開催しております。今
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年は、わらび座による「ひひ爺ちゃんとボクの旅」と題し、三種町ふるさと

ＰＲ大使の川井田 南さんが自ら作った三種町の情景を織り込んだ歌も披露

され、会場を大いに盛り上げていただきました。 

 次に、山本公民館まつりについて申し上げます。 

 １１月２４日に山本公民館において山本公民館まつりが開催されておりま

す。当日は、団体や個人による歌や踊り、楽器の演奏、作品展示、森岳小学

校５年生による子ども歌舞伎が披露され、多くの来場者でにぎわいました。

引き続き、芸術文化の振興に努めてまいります。 

 次に、スポーツ関係について申し上げます。 

 ９月２１日と２２日の２日間、令和６年度国民スポーツ大会東北ブロック

大会兼第５１回東北総合スポーツ大会相撲競技が開催されました。大会は、

小瀬川運動公園相撲場で開催を予定しておりましたが、両日とも悪天候によ

り、残念ながら会場を秋田県立武道館相撲場に移し開催いたしました。大会

では、東北各県の代表選手が熱戦を繰り広げ、選手へ大きな声援が送られて

おりました。選手の皆様のご健闘をたたえ、今後ますますのご活躍をご祈念

申し上げますとともに、大会運営にご尽力いただきました関係者の皆様に厚

くお礼申し上げます。 

 次に、第１６回秋田県中学校秋季軟式野球大会について申し上げます。 

 １１月１日から３日までの３日間、大館市のニプロハチ公ドームで開催さ

れた第１６回秋田県中学校秋季軟式野球大会において、山本中学校・琴丘中

学校合同チームが初優勝を飾っております。監督・選手のご健闘をたたえる

とともに、ご尽力いただきました関係者の皆様に厚くお礼申し上げ、今後ま

すますのご活躍をご祈念申し上げます。 

 以上、ご報告申し上げ、行政報告といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 以上で町長の行政報告を終わります。 

 日程第５．陳情の委員会付託を行います。 

 本定例会までに受理した陳情については、会議規則第９１条第１項の規定

により、お手元に配付しました陳情文書表のとおり、所管の委員会に付託し

ましたので報告します。 

 日程第６．令和６年度補正予算議案（議案第７２号から第７６号まで）を

一括上程します。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第７２号から第７６号までの、令和６年度一般会計及び各

特別会計の補正予算案についてご説明申し上げます。 

 議案第７２号、一般会計予算の補正は、３億９，０９０万６，０００円を

追加し、予算総額を１２９億７，７８２万４，０００円とするものでありま

す。債務負担行為の補正につきましては、１事業の債務負担行為を追加し、

地方債の補正につきましては、災害復旧事業９２０万円を追加計上するもの
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であります。 

 歳出につきましては、各款全般において給与改定に伴う人件費の増額計上

を行っておりますが、詳細については省略させていただき、特別会計への繰

出金を除く事業費の増額を中心にご説明申し上げます。 

 初めに、歳出の主なものからご説明申し上げます。 

 総務費におきましては、ふるさと納税事業２，６８０万円を増額計上した

ほか、生活バス路線等維持費補助金１５６万４，０００円を増額計上してお

ります。 

 民生費におきましては、障害児給付費等扶助費１，５７０万７，０００円

を増額計上しております。 

 農林水産業費におきましては、最適化活動報酬３７５万７，０００円、ス

マート農業用通信基地局設置業務１９２万４，０００円を追加計上しており

ます。 

 土木費におきましては、今後見込まれる除雪関係経費４，８１３万円を増

額計上しております。 

 教育費におきましては、統合小学校等改修工事設計業務１，４５８万２，

０００円、中学校教師用教科書・指導書等５７４万６，０００円を追加計上

したほか、給食センター施設備品４６２万３，０００円を増額計上しており

ます。 

 災害復旧費におきましては、７月の豪雨災害にかかる農地農業用施設災害

復旧事業１億２２７万４，０００円を増額計上しております。 

 諸支出金におきましては、ふるさと元気づくり基金５，６００万円を増額

計上しております。 

 続きまして、歳入の主なものについてご説明申し上げます。 

 地方特例交付金におきましては、交付見込額５，３１１万６，０００円を

増額計上しております。 

 国庫支出金におきましては、障害児給付費・障害者医療費負担金合わせて

７８５万３，０００円を増額計上しております。 

 県支出金におきましては、障害児給付費・障害者医療費負担金合わせて３

９２万６，０００円を増額計上しております。また、農地・農業用施設災害

復旧事業費補助金４，０４４万円、農地利用最適化交付金３７５万７，００

０円を追加計上しております。 

 寄附金におきましては、ふるさと元気づくり寄附金５，６００万円を増額

計上しております。 

 繰入金におきましては、財政調整基金２億５１７万４，０００円を増額計

上しております。 

 諸収入におきましては、国庫負担金等の過年度収入６３４万６，０００円

を追加計上しております。 

 以上で一般会計の説明を終わり、次に特別会計補正予算についてご説明申

し上げます。 
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 初めに、議案第７３号、令和６年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算は、１１万２，０００円を減額し、補正後の予算総額を２０億２，２０４

万３，０００円とするもので、主に人件費の増額と事業費を減額するもので

あります。 

 次に、議案第７４号、令和６年度介護保険事業勘定特別会計補正予算は、

２１３万５，０００円を追加し、補正後の予算総額を２８億５，７６０万

５，０００円とするものであります。 

 歳入におきましては一般会計繰入金を増額計上し、歳出では人件費、保険

給付費を増額計上し、予備費を減額計上しております。 

 次に、議案第７５号、令和６年度水道事業会計補正予算は、収益的支出に

おきまして４０９万６，０００円を増額計上しております。 

 次に、議案第７６号、令和６年度下水道事業会計補正予算は、収益的支出

におきまして８８万１，０００円を増額計上しております。 

 以上が補正予算の概要でありますので、議員の皆様にはよろしくご審議の

上ご決定を賜りますようお願い申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 ただいまの議案については、１２月１３日に審議を行います。 

 日程第７．条例議案（議案第７７号から第８３号まで）を一括上程しま

す。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第７７号から議案第８３号の条例改正案についてご説明申

し上げます。 

 初めに、議案第７７号、三種町一般職の職員の給与に関する条例等の一部

改正については、秋田県人事委員会勧告に基づき、一般職の給料月額並びに

期末手当及び勤勉手当の支給割合を引き上げる改正を行うとともに、災害応

急業務等手当及び管理職員特別勤務手当について関係条例の改正を行うもの

であります。 

 主な改正内容でありますが、第１条では、本年１２月の一般職員の期末手

当支給割合を０．１月、勤勉手当支給割合を０．０５月引き上げ、年間支給

割合を４．６月とし、寒冷地手当を引き上げる改正を行い、第２条では、令

和７年４月１日以降の期末手当及び勤勉手当について、第１条の引上げ分を

６月と１２月に均等に振り分ける改正を行い、第３条及び第４条では、自然

災害等の発生に伴い職員が従事した場合の勤務の特殊性に応じて支給する災

害応急業務等手当及び管理職員特別勤務手当に関して規定を定めるものであ

ります。 

 次に、議案第７８号、三種町一般職の任期付職員の採用に関する条例の一

部改正については、期末手当の支給割合を０．１月引き上げ、年間支給割合

を３．４５月とするものであります。 
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 次に、議案第７９号、三種町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に

関する条例の一部改正及び議案第８０号、三種町議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部改正については、一般職の改定状況を勘案し、

特別職及び議会議員の期末手当の支給割合を０．１５月引き上げるものであ

ります。 

 次に、議案第８１号、三種町立学校設置条例の一部改正については、令和

８年４月１日より琴丘中学校、山本中学校、八竜中学校を統合し、新たに

「三種中学校」を設置するため、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第８２号、三種町奨学金貸付条例の一部改正については、奨学

金の条件、奨学金の免除等について実情に即した規定とするため、所要の改

正を行うものであります。 

 次に、議案第８３号、三種町八竜運動公園の設置及び管理運営に関する条

例の一部改正については、施設撤去工事に伴い、所要の改正を行うものであ

ります。 

 以上が条例案の概要でありますので、議員の皆様にはよろしくご審議の上

ご決定を賜りますようお願いを申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 ただいまの議案については、１２月１３日に審議を行います。 

 日程第８．単行議案（議案第８４号及び第８５号）を一括上程します。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第８４号及び議案第８５号についてご説明申し上げます。 

 議案第８４号、工事請負契約の一部変更については、農地農業用施設災害

復旧事業１２－１０３号ほか工事について、当初設計と現場条件の相違によ

り設計変更の必要が生じたため、契約金額を変更するものであります。 

 この件につきましては、地方自治法及び三種町議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により提案するものでありま

す。 

 次に、議案第８５号、秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更等につい

ては、秋田県市町村総合事務組合の構成団体である井川町・潟上市共有財産

管理組合が令和７年３月３１日をもって解散することに伴い、組合規約を一

部変更するもので、この件につきまして、地方自治法の規定による協議のた

め提案するものであります。 

 以上でございます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 ただいまの議案については、１２月１３日に審議を行います。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 
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                          午前１０時３６分  散 会 



- 12 - 

 


